




解説ではなくて詩的にフォロー していくようなものもあると。

千住：そうですね。歌劇作品をつくり、新しいかたちの万葉集を伝

えていきたい。ここで何らかの僕らのフィルタ ー が入らないと

いけないと思います。このフィルタ ー のやり方をどうするかと

いうことでしょう。

大友：作品が楽しみになってきますね。よく出会ってくださいました。

千住：ああ、 何か運命を感じますよね。

黛 ：そうですね。運命（笑）。

東京文化会館舞台芸術創造プログラム

「隅田川」＆「万葉集」
2009年12月ll日（金）1s:oo開演(18:30開場）

12日（土）18:00開演(17:30開場）
東京文化会館小ホール

2007年「隅田川」初演 ©青梱聡

千住：そうさせちゃったんです。よく思い付いたと思って（笑）。

黛さんの顔が パッと浮かんだんだもの 。

黛 ：本当ですか？でも、今回は今までの万葉集とは、全然違うも

の がつくりたい。びっくりさせたいですね。

千住：そうですね。

大友：想像すると、とてもワクワクしてきます。お話を伺っていて、今

から仕上がりがとても楽しみです。絶対に良い作品になると

確信しています。

【ブログラム］

「隅田川」（音楽／千住明 台本／松本陥）※再演

「万葉集」（音楽／千住明 台本／黛まどか）；；：新作

【出 演】
大友直人（指揮）
小林沙羅（ソプラノ）
中鶏克彦（テノール）
和田ひでき（バリトン）
富岡明子（「万葉集」メゾ‘ノプラノ）※第1回東京音楽コンクール声楽部門第3位
吉田早奈恵（「隅田川」子供役）
........................................................ 

深山尚久（ヴァイオリン）
野口みお（フルート）※新日本フィルハーモニー交響楽団
蠣崎耕三（オーボエ） ※読売日本交響楽団首席奏者
重松希巳江（クラリネット）※新日本フィルハーモニー交響楽団首席奏者
吉田将（ファゴット）※読売日本交響楽団首席奏者
井上美江子（ハープ）
二期会合唱団（コ ーラス） ほか

【料 金】S席6,000円 A席3,000円※東京文化会館友の会窮引S席4,800円 A席2,400円 【主 催］東京文化会館（財団法人東京都歴史文化財団）
【発売日］9月26日（土） ※9月18日（金）東京文化会館友の会先行発売 ［問合せ］東京文化会館事業企画課03-3828-2111
［チケット問合せ】
東京文化会館チケットサ ービス：03-5685-0650 チケットぴあ：0570-02-9999 e+（イ ープラス） ：http://eplus.jp/ 
ローソンチケット：0570-000-407（オペレーター対応／1o:00~20:00)

作曲家

千住明 AkiraSenju

1960年東京生まれ。慶応大学工学部を経て、

東京芸術大学作曲科卒業。同大学院を首席
で修了。修了作品「EDEN」は史上8人目の
東京芸術大学買上、 東京芸術大学大学美術
館（芸術資料館）に永久保存。代表作に羽田
空港第2ターミナル環境音楽「四季」やオペラ
「隅田川」、詩篇交誓曲「源氏物話」。テレビ

ドラマ「ほんまもん」「砂の器」「風林火山」、映画「愛を乞うひと」「黄泉がえり」「涙
そうそう」「風が強く吹いている」、アニメ「機動戦士Vガンダム」「銅の錬金術師J
他CM、ドキュメンタリー等数多くの音楽も担当。3度の日本アカデミー賞優秀音
楽賞等受賞歴多数。ジェ ーン ・ パーキン、シセル 、 ザンフィル等海外アーティストの
プロデュースも手がけ、作曲家・編曲家・音楽プロデューサーとして幅広くグローパ
ルに活蹂。東京音楽大学客貝教授。(2009年7月現在）
URL: http://www.aki「asenju.com
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俳人

黛まどか Madoka Mayuzumi

神奈川県生まれ。1994年、「B面の夏」50句
で第40回角川俳句賞奨励賞受賞。同年、俳
句サークル「東京ヘップパーン」発足。1996年、
俳句誌「月刊ヘップパーン」創刊・主宰(2006
年、通巻100号を機に終刊）。1999年 、 北ス
ペイン ・ サンチャゴ巡礼道約900kmを徒歩で
踏破したのに続き、2001年～2002年、四季

にわたり5回訪韓し、釜山からソウルまでの道のり約500kmを徒歩で踏破。2002年、
「京都の恋」で第2回山本値吉文学賞受賞。2005年より「日本再発見塾」呼び
かけ人代表。 主な著書に、句集「B面の夏J （角川書店）、紀行集「ら ・ら・ら「奥
の細逍」』「星の旅人J （以上、 光文社）、「サランヘヨJ （実業之日本社）。近刊
に「あなたへの一句J （パジリコ）、「俳句脳」（角川書店） 、「文豪、偉人の「愛」を
たどる旅」（集英社）。
2006年12月より携帯メールマガジン「黛まどかの「俳句でエール！」J (2008年より
「週刊まどか歳時記』）を無料配信中。登録アドレスhttp://madoka575.eo.jp/mm/
黛まどか公式ホームページhttp://madoka575.co.jp

ジャン＝ピエール・ランバル（セルジュ ・ポド指揮 ・ 訣売日本交響楽団第115回定期演奏会より） 尾高尚忠作曲 ・ フルート協寒曲 ©Akira KINOSHITA 

` ‘
‘ ャン＝ピエ ール ・ ランパルはフル ー トという楽器を、現在のように

ソロ楽器とし、“フルー ト革命
＇＇

を起した人で、チェロのパプロ ・

ノカザルス、ギタ ー のアンドレ ・セゴピアと並んで、新しい音楽の地平を切

り拓いた人である。

ランパルは1922年フランスのマルセイユに生まれた。父親がマルセ

イユ音楽院のフル ー ト教授で、13歳の時、父の手ほどきでフル ー トをは

じめた。しかしその頃、ファシズムが台頭してきたことから、音楽では食

べられない時代が来ることを予測して、40年に18歳で医科大学に進学。

ところがナチス・ドイツ軍がフランスを占領しはじめ、 医学生は戦地に強

制徴用される危険が迫ってきたので、3年に在学のまま、パリ音楽院に

入学。名手マルセル ・モイー ズに師事。たった5ヶ月という史上最短の

在藉で、プリミエ ・プリ（首席）をとって卒業した伝説を持つ。

戦後直ぐの47年に、ジュネーヴ国際コンクールで優勝。ヴィシー歌削

場、フランス国立放送管弦楽団を経て、56年から7年間、 パリ ・ オペラ座

の首席奏者として活躍。その名人芸が評判となって、ソリストとして独
立。未だ現在のようにソロで活躍するフル ーチストがいない時代で、彼

がフルー ト界最初のソリストとなった。

初来日は64年で、読売日本交押楽団創立2周年記念公演に出演、

束京文化会館で演奏した。以降35年間に25回来日を重ね、300回を

越える演奏会を展開した。

木之下晃／写真・文

彼はレパー トリィが広く、バロック以前から現代曲まで。日本の軋lにも

典味を示し、尾窃尚忠や矢代秋雄のフルート協奏曲をはじめ、宮城迫

雄の「春の海」や文部省唱歌の「荒城の月」 など、多彩な演奏を聞か

せた。地中海育ちらしく、太陽の輝きを感じさせる芳酵な音色が素晴

らしく、聴き手を魅了した。

私は72年に日比谷公会堂で、初めてカメラを向けてから数多くの撮

影の機会を持った。そして、99年11月2日に東京文化会館で弟子のプ

ラジル人のクラウデイオ ・アリマニ ーと協演した公演が、日本でのラスト ・

コンサ ートになった。東京文化会館に始まって、東京文化会館で終わっ、

たのである。その公演が終了後、楽屋で彼のポートレイトを撮影したが；

疲れのためか、かなり朦朧としていたことが思い起される。そのショット

は、私の近刊「石をllflく肖像」に納められているので、ぜひともご既い

ただきたい。

巨匠は翌年5月20日にパリで逝去。享年78、今はパリのモンパルナ
スの墓地に眠っている。

木之下晃氏 近刊
「石を聞く肖像J （飛鳥新社）
「青春の音楽PMF-Sapporo」（北海道新聞社）
「ミューザ川崎のマエストロ～音楽の決定的瞬間」（ミューザ川崎シンフォニー

ホール）
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